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薬物乱用防止教室  

2026年（令和8年）1月27日(火) 倉敷市立第五福田小学校 
 

  

次代に向けて 強い絆でWe Serve  (
倉 敷 Ｌ Ｃ  

スローガン ) 
 

誇り高く We Serve！  (
336－B地区  

スローガン ) 
 

【活動記録】 

1月7日第一例会（第1616回） 

メンバースピーチ    上西孝道 

閉会挨拶        三村英世 

 

1月21日第二例会（第1617回） 

メンバースピーチ    岡荘一郎 

閉会挨拶        清野文昭 

 

 



 

                      

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新年最初は国民的行事になった箱根駅伝。玉野光南高校出

身の黒田朝日君、往路５区で先頭と３分２４秒差の５位でタ

スキを受けた。あれよあれよと２位まで上がり、最後には１

８秒差をつけて早稲田の往路優勝阻む。そのときアナウンサ

ーが「箱根に朝日が昇る」と言った。名は体を表すといいま

すが、物事を客観的に視る訓練をすることによってそのよう

な言葉が出てくる。 

昨年長嶋茂雄さんが亡くなられて宮田さんが閉会の挨拶で、

野球そのものが人生の神が８９歳で亡くなられた「ヤキュウ

ですよ」と言われた。 

昨年は乙巳（きのとみ）今年は丙午（ひのえうま）です。

来年は未年で私は男年になります。ところで巳・己の字の違

いについて梶田幹事からリクエストがありましたので再度話

すことにします。 

和歌のように五七五七七で覚えると良いでしょう。 

「み（巳）は上に おのれ（己）つちのと（己）下につく  

中につくのは すでに（已）やむ（已）のみ」 

四字熟語に「已己巳己」があり読みは「いこみき」ですが、

似た者同士という意味です。已の音読みは「イ」で、昔は以

上のことを已上と書いていました。己の音読みは自己・知己

のように「コ」「キ」です。 

 

注、巳の読みは「シ、み」  

己の読みは「コ、キ、おのれ、つちのと」  

已の読みは「イ、すでに、やむ」  

代筆：岡本良夫 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

第一例会 上西孝道 

 2026年1月27日に倉敷市立第五福田小学校6年生39名に

薬物乱用防止教室をしました。講師は村山、岡本、渡邉

(義)、石伊、中原の5名が担当しました。 

学校からは、SNS やオーバードーズの危険性を盛り込むこ

と、クイズ形式で児童に考えさせながら進めること、中学

校に進学した後で気をつけることなどを伝えてほしいと要

望をいただきました。これらの要望に応えるため、専用の

テキスト、映像教材、プリントを用意し、わかりやすく解

説しました。一部の国で大麻が合法化されている現状も紹

介しましたが、これは大麻が安全だからではなく、犯罪組

織の資金源になるのを防ぐための苦肉の策であることを強

調しました。 

参加した児童たちは、 

メモを取りながら熱心 

に耳を傾けてくれまし 

た。児童たちは好奇心 

が旺盛で、教室の前後 

には薬物標本（レプ 

リカ）の周りに集まり、 

「これは本物？」「ラム 

ネみたい」など、熱心に質問や感想を言い合っていまし

た。本物は「法律で厳しく禁止されているほど危険なも

の」と説明することで、写真だけでは伝わらない薬物の

「身近に潜む怖さ」を、形を通じて直感的に理解してくれ

たと思います。 

世界には、薬物が犯罪組織の資金源となり治安を脅か

し、時には国際紛争の火種にもなっている地域も存在しま

す。正しい知識と判断力がなければ、私たちの社会でも起

こり得るリスクです。日本がそうした状況に陥らないため

にも、早期からの予防教育が不可欠です。今後も地域・学

校・家庭が連携し、子どもたちが安心して成長できる社会

を守るため、本活動を継続してまいります。 

記：村山公保 

閉会挨拶 

第一例会  

三村英世 

薬物乱用防止教室



 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 
 

(メルビン・ジョーンズ・フェロー メンバースピーチ 
第二例会 

岡荘一郎 

第一例会はやむを得ない事情によ 

り出席できませんでしたが、皆さま 

と今年になって初めての顔合わせと 

なります。本年もどうぞよろしくお 

願いいたします。 

私は本クラブに入会してから、40 

年を迎えました。入会当時は45歳頃 

でしたが、振り返ると年月の流れの 

早さを実感しています。ここまで在籍を続けてこられたの

は、クラブの和やかな雰囲気と、会員同士の強い結びつきが

あったからこそだと思っております。 

この40年間で、周辺のライオンズクラブの状況は大きく

変化しました。会員減少や高齢化により、20～30名規模まで

縮小するクラブや、解散に至ったクラブも少なくありませ

ん。そのような中にあって、本クラブが約70名規模を維持

し、継続的な活動を行っていることは、非常にありがたいこ

とだと感じています。 

女性会員を早くからメンバーに迎え入れるという内部改革

も一因ではありますが、何より大きいのは「人」の力である

と私は考えています。一人ひとりの力は小さなものかもしれ

ません。しかし、その一人ひとりの小さな力が集まり、大き

な輪となり、その輪の中にある力を一つに結集したとき、思

いがけないほど大きなことを成し遂げることができます。や

はり人間の輪というものは、心のつながりによって支えられ

ており、そのことを十分に自覚しておられるメンバーの集ま

りであるからこそ、本クラブは長年にわたり安定した歩みを

続けてこられたのではないでしょうか。 

周年事業では、ウィーン少年合唱団や倉敷市出身のソプラ

ノ歌手・横山圭子さんをはじめ、世界で活躍する音楽家の

方々を倉敷にお迎えし、市民の皆さまに質の高い文化を届け

てまいりました。これらの事業はいずれも、会員一人ひとり

の知恵や人脈、そして一致団結した行動の積み重ねによって

実現したものです。 

また、現代工芸秀作展をはじめとする奉仕活動には、単な

る寄付をするのではなく、自 

分たちの体を動かし、知恵を出し、 

さらに人間関係を築き上げ、それ 

を奉仕の活動に結びつけるという 

ライオンズクラブ本来の理念が活 

動の根底にあります。 

40年クラブに在籍してきた今、 

改めて人と人との絆の大切さを 

実感しております。 

      代筆：渡辺 亘 
2025 年 11月で入会 40周年
を迎えられました！おめで
とうございます。 

閉会挨拶 

第二例会  

清野文昭 

先日の例会にてMJFの表彰を受けました。名誉なことと厚

く御礼申し上げます。 

 

 MJF（メルビン・ジョーンズ・フェロシップ）寄付とは、

LCIFを支える柱です。1口1,000ドルからの寄付で、1,000ド

ル以上の寄付者、または寄付者が指定した方を表彰するもの

で、創設者メルビン・ジョーンズから名づけられました。 

ライオンズクラブメンバー個人（LC以外の方も可）・クラ

ブ・地区が行えます。クレジットカードか口座振り込みで行

え、MJF寄付を行った会員はメルビン・ジョーンズ・フェロ

ーと呼ばれて、特別なラベル・ピン・楯・感謝状が贈られ表

彰されます。 

国際協会への会費とは別会計で、全世界から有志で寄付を

募り、糖尿病・視力ファースト・献眼事業等、世界中の様々

な人道支援に使用されます。 

日本国内で最も多く支給される事案は大きな災害時です。

過去にも阪神大震災・東日本大震災・熊本震災・能登大震

災・身近では真備の大水害への支援です。真備の大水害の際

には、西日本水害支援金としてLCIFより約29,000,000円も

の支援がありました。災害発生から3日以内に国・県・市町

村を通さず、直接地元のLC地区事務局宛に送金されます。 

支給された現金は使用目的に制限無く、災害地のあと片付

けや復興支援に積極的に用いられます。大災害には億単位の

支給金が交付されます。もちろん現場でボランティアとして

協力することもLCとしての基本的活動として重要です。 

 個人会員として直接関係が無いように思われていますが、

実は寄付した金額の何倍もの支給金が日本はじめ全世界の現

場で大変喜ばれており、命を繋ぐ実績をあげています。 

現に当クラブからも何人もの方より 

MJF献金を行っていただいておりま 

す。 

このようなMJFの意義・実績に 

ご理解を頂けましたら、事務局ま 

でお問い合わせください。MJF個人 

献金にご協力を賜れましたら幸い 

です。 

第一例会 

木曽昭光 

メルビン・ジョーンズ 



■第1616回例会報告（2026.1.7）     

出席者41名    欠席者20名   

純例会出席率67% メークアップ後出席率67％ 

【幹事報告】 
1. 12/9 にクラブ OB の森田宗一郎さんがご
逝去されました。クラブよりご弔電をお送
りしました。2.1/16(金)5Ｒ-1Z 合同アクテ
ィビティ準備委員会が開催されます。担当
委員として社会アクト委員長の渡邉俊一さ
んが出席されます。3.2/18(水)アミパラボ
ウルにて ZC 杯親善ボウリング大会が開催
されます。是非大勢のご参加をよろしくお
願いします。 
 
■第1617回例会報告（2026.1.21） 

出席者39名    欠席者22名   

純例会出席率64% メークアップ後出席率67％ 

【承認事項】 
1/7(水)18：30 より行われました第二回定
例理事会にて下記8点が承認されましたの
で、ご報告いたします。1.賛助会員 6 名
(足立秀明さん、大月美知子さん、越山卓
朗さん、小山悦司さん、諏訪文彦さん、山
本俊夫さん)更新で承認されました。2.上
半期ガバナーズアワードの申請について、
例年どおりちびっ子フェスティバル「ファ
ジアーノ岡山サッカースクール」を申請す
る事が承認されました。3.現代工芸秀作展
の収支報告について 96 点作品売上金 2，
027，116円、経費760，341円、差額1，266，
775 円にて報告され、承認されました。4.
家族移動例会の収支報告について、家族会
等補助費を使用することなく、4，353円の
繰越金となり、承認されました。5.クリス
マス家族例会の収支報告について、家族会
等補助費より276，535円の使用となり、承
認されました。6.来期の 5R-1Z ライオンズ
クラブ手帳は例年通り単独で作成する事が
承認されました。7.3/21㈯倉敷LCの親クラ
ブ、玉島 LCが認証 70周年記念式典を開催
します。会長幹事で出席する事で承認され
ました。 

【幹事報告】 
1.倉敷中央 LC 第二副会長 保津伸二さ
んが 1/2にご逝去されました。1/5に家族
葬での葬儀を済ませれており、御香料等
もご辞退されております。2.既にご連絡
済みですが、1/18 当クラブの西原二郎さ
んのお母様がご逝去されました。内規に
基づき、クラブより御香料と生花をお送
りしました。3.1/27(火)10：45～第五福田
小学校にて薬物乱用防止教室が開催され
ます。当クラブより村山委員長、渡邉会
長、石伊さん、岡本さん、中原さんが出
席予定です。4.次回 2/4(水)18：30～の例
会は伊東市長にお越しいただく予定です。 

 

 

 

《第1616回例会 1月7日》 

●メンバー全員（各10枚） 

あけましておめでとうございます。 

●誕生祝（各50枚） 

青山さん、金光さん、川崎さん、 

田村さん、出宮さん、長谷川さん、 

原淳二さん。 

●これからもお幸せに（各50枚） 

小野さん、木曽さん、佐藤さん、 

宮田さん、村山さん。 

●大原秀之さん(50枚) 

1/3 の産経新聞に記事が掲載されました。

神戸で開催されている「大ゴッホ展」の記

事の中です。 

●渡邉義友さん(50枚） 

新年あけましておめでとうございます。昨

年は皆様の多大なるご支援ご協力に心より

感謝いたします。 

●木曽さん(30枚) 

あけましておめでとうございます。後期高

齢者になりました。 

●永田さん(50枚) 

明けましておめでとうございます。今年は

例会に出席したいと思っています。 

●清野さん(50枚) 

先月 14日に 32回目となるファジアーノ岡

山サッカー教室を開催し、多くのクラブの

皆さんの参加のおかげで今回も無事に終え

ることができました。 

《第1617回例会 1月21日》 

●山口さん（30枚） 

ゴルフ同好会の月例にて初めて優勝いたし

ました！ハンディキャップが減りますが次

回も頑張ります。 

 

 

 

倉敷ライオンズクラブ発行 

会  長：渡邉義友   幹  事：梶田秀児   PR・IT委員長：岡本良夫  

事 務 局：倉敷市西中新田 490-6 SQUARECOOP201    ℡(086)422-7126 

例 会 場：倉敷国際ホテル 倉敷市中央 1 丁目 1-44  ℡(086)422-5141     

HP：http://www.kurashiki-lions.org/ 

2月 行事予定 

4(水)倉敷国際ホテル 

  17:45～臨時理事会 

  18:00～PR･IT委員会 

  18:30～第一例会(第1618回) 

5日(木)アミパラボウル 

  18:30～ボウリング同好会 

9日(月)倉敷国際ホテル 

  18:00～次期指名委員会 

10日(火)アミパラボウル 

  18:30～ボウリング同好会 

13日(金)倉敷国際ホテル 

  18:30～第三回ガバナー諮問委員会 

18日(水)倉敷国際ホテル 

  12:15～第一例会(第1619回) 

18日(水)アミパラボウル 

  18:30～ZC杯親善ボウリング大会 

24日(火)藤と川せみ 

  18:30～青少年委員会 

 

3月 行事予定 

4日(水)倉敷国際ホテル 

  12:15～第一例会(第1620回) 

  13:30～PR・IT委員会 

5日(木)倉敷物語館 

18:30～社会アクト委員会 

11日(水)倉敷物語館 

18:30～計画親睦委員会 

12日(木)合同事務局 

18:30～甘酒準備委員会 

14日(土) 

14:00～第 4 回キャビネット委員会 

15日(日)倉敷市役所 

10:00～5R 合同アクティビティ甘酒接待 

18日(水) 倉敷国際ホテル 

  12:15～第二例会(第1621回) 

21日(土)倉敷国際ホテル 

  14:00～玉島 LC 認証 70 周年記念式典  

24日(火)吉備C.C. 

  7:52～ゴルフ同好会 

 

1月これからもお幸せに 

1月お誕生祝い 


